
博物館のまわりの 
No.19 

平成 24 年 10 月号 これな～んだ？新聞 
秋も深まり、地面の上の落ち葉が目立ち始めました。紅葉にはまだちょっと早いのですが、この季節

でも、落ち葉の微妙な変化に富んだ色合いを楽しむことができます。今回は、落ち葉を拾い集めてその

形や色を楽しんでみましょう。 

 

◆どうして紅葉するの？ 

紅葉の色は、葉が落ちる少し前に現れます。光合成の工場で

ある葉の中では、二酸化炭素と水からブドウ糖が合成されてい

ます。冬が近づくと、気温が下がり、光合成反応のエネルギー

となる太陽の光は弱く、当たる時間も短くなります。すると反

応の効率が下がり、工場を稼働させていてはランニングコスト

（呼吸）の方が高くついてしまうため、工場を閉鎖します。閉

鎖する前に、工場の機械にあたる葉緑体など緑色の色素は、養

分として再利用されるために枝や新芽へ移動します。さらに、

細胞中に残っていたブドウ糖が赤い色素に化学変化を起こすた

め、紅葉の美しい色が現れるのです。秋に入って温度変化が激

しく晴天が多い年に紅葉が美しくなるのは、工場の閉鎖のタイ

ミングがうまくいかず、糖分を多く残したまま工場を閉鎖して

しまったからなのでしょう。 

ヒトツバカエデの黄葉

 

◆落ち葉のコレクション 

落ち葉を観察すると、いろいろなことがわかります。それま

で高い場所についていて、なかなか間近で見ることができなか

った葉を、じっくり見るチャンスでもあります。地面にどんな

落ち葉があるのか、どんな形なのか、その場で

拾い集めて並べてみると、おもしろいかもしれ

ません。同じ種類の木でも、いろいろ個性があ

ることもわかると思います。 

ウリハダカエデの紅葉

 

◆ご近所でも紅葉を楽しめます！ 

 紅葉狩りは、山の方へ行かないと楽しめない、

と思っている人も多いようですが、そんなこと

はありません。公園や街路樹はもちろんですが、

もっと近くの、家のまわりでも紅葉は見られま

す。じつは、草も、条件によって紅葉します。

冬になる頃、家の周りの草をよく観察してみて

ください。きっと紅葉が見つけられるでしょう。 
ヌルデの黄葉（左）と紅葉（右）

次回のお知らせ 

ミニ観察会：11 月 25 日（日）11 時から 

新聞 No.20 も観察会にあわせて発行します。 


